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取扱説明書を必ずご参照ください 

 

2019 年 11 月（第１版）                             医療機器製造販売届出番号：13B2X10265000014 

*2026 年 9 月（第 2 版） 

 

機械器具 55  医療用洗浄器 

一般医療機器  器具除染用洗浄器（JMDN：35424000） 

器具除染用洗浄器  AMSCO 7000 シリーズ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 形状・構造及び原理等 】 

1. 形状（AMSCO 7052HPを記載） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.構成 

1）AMSCO 7000シリーズ 本体（AMSCO 7052HP、AMSCO 7053HP） 

2）収納装置 

（1）SCSコンバータシステム 

（2）ATLAS ワークフローオートメーションビークル 

3）付属品 

（1）トレイ 

（2）ラック 

※各収納装置、各付属品は別売 

 

3. チャンバーの有効寸法 

型式 幅 高さ 奥行 

AMSCO 7052HP 749mm 743mm 673mm 

AMSCO 7053HP 749mm 743mm 826mm 

 

4. 電気的定格 

電源電圧 
蒸気式：AC200V 三相 50／60 Hz  

電気式：AC380～480V％ 三相 50／60 Hz 

電撃に対する保護の形式 クラスⅠ機器 

 

*5.作動原理 

洗浄薬液注入システム、又は、Acu-Dose化学送達システムにより、洗

浄薬液が洗浄用の水に混和される。循環ポンプにより、高圧にされた洗

浄用の水が上下に配置されたスプレーアームから噴射する。スプレー

アームは回転しながら均等に洗浄用の水を噴射することで、対象物を

除染・消毒することができる。除染・消毒後は、フィルターで浄化され

た空気を加熱し、熱風を発生させることで、対象物を乾燥することがで

きる。 

 

 

【 使用目的又は効果 】 

再使用可能な手術器具、麻酔器具、靴、及びカートを含む他の手術用具

の除染・消毒のために用いる。乾燥機能を内蔵する。 

 

 

【 使用方法等 】 

1 使用前の準備 

1) 電源スイッチをONにして電力を投入する。 

*2) 洗浄薬液注入システム、又は、Acu-Dose化学送達システムに、アル

カリ洗剤、中性洗剤、酵素洗剤、すすぎ用の補助剤などのボトルを配

置する。 

 

2.使用中の操作 

1) 再使用可能な手術器具、麻酔器具、靴、及びカートを含む他の手術用

具（以下単に「除染・消毒対象物」という）をトレイ、ラックに収納

し、チャンバーに配置する。必要に応じて、SCSコンバータシステ

ム、ATLAS ワークフローオートメーションビークルを用いて収納

を行う。 

2) チャンバードアを閉める。 

3) コントロールパネルを操作し、サイクル選択等の設定を行う。 

4) コントロールパネルを操作して除染・消毒を開始する。終了までの残

時間はコントロールパネルに表示される。プロセスや本体に異常が

ある場合は、警告アラームが鳴りコントロールパネルにメッセージ

が表示される。 

5) 除染・消毒プロセスが終了すると自動的に動作が停止する。チャンバ

ードアを開けて除染・消毒対象物を取り出す。 

6) 除染・消毒プロセスはプリンタで記録紙に印刷される。またUSBポ

ートに接続した記録媒体に保存することもできる。 

 

3. 使用後の処置 

1) 長期装置を使用しない場合は、電源スイッチをOFFにして電力を遮

断する。 

2) チャンバー内に付着した異物・汚れを取り除き、水で洗浄後乾燥させ

る。他の清掃が必要な部位はオペレータマニュアルに従い清掃する。 

 

＜使用方法に関連する使用上の注意＞ 

○ チャンバーに配置できる最大質量は、最大61kg（バスケットを含む）

である。これ以上の対象物をチャンバーに配置しないこと。 

○ 除染・消毒対象物をトレイ及びラックに配置する際、過剰な力がか

からないように注意すること。 

○ チャンバードアの可動部に手や指を挟まないように注意すること。 

○ スプレーアームが確実にセットされていることを確認すること。 

○ チャンバードアが上がっているとき、または異物がドアに挟まった

ときは無理にドアを押し下げないこと。 

○ チャンバー内は、サイクルが完了した直後は高温状態になっている。

チャンバーに触れる前に冷却を確認すること。 

○ スリップを防ぐため、本品周辺の床は常に乾燥した状態を保つこと。

洗浄薬液が床にこぼれた場合は、洗浄薬液のメーカが発行した取扱

説明書や安全データシート（SDS）の手順に従い、速やかに除去す

ること。 

 

 

【 使用上の注意 】 

＜重要な基本的注意＞ 

○ 除染・消毒対象物に適したサイクルを選択すること。 

○ 洗浄薬液のメーカが発行した取扱説明書や安全データシート（SDS）

の注意事項と手順を熟読すること。 

○ 洗浄薬液を取り扱う際はゴーグルやグローブなどの保護具を着用す

ること。 

○ 緊急時には非常停止スイッチを押し、本品を停止させること。 

○ 非常停止スイッチを押して処理サイクルが停止した際、温水の流れ

が完全に停止してからチャンバードアを開くこと。チャンバー内に

身体を入れる場合は、適切な保護具を着用すること。 

 

 

 

【禁忌・禁止】 

＜使用方法＞ 

○洗浄薬液を目に入れたり、皮膚につけたり、飲み込まないようする

こと［洗浄薬液は腐食性であり、曝露された組織に悪影響を与える可

能性がある］。 

 

非常停止スイッチ 

コントロールディスプレイ チャンバードア 
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【保管方法及び有効期間等】 

1.使用条件 

室温：5℃〜40℃  

湿度：30～80％以下（ただし結露しないこと） 

高度：2000m以下 

汚染度：2 

2. 室内のみで使用すること。 

 

 

【 保守・点検に係る事項 】 

1. 保守・点検に際しての注意事項 

○ 本品を清掃・点検する際は、電源を遮断すること。 

○ チャンバー内部を清掃する際は、保護具を着用すること。 

○ 本品を清掃するときは、非研磨性のクリーナーを使用すること。ま

た、ワイヤーブラシまたはスチールウールを用いないこと。 

 

2. 定期点検 

本品の安全性を維持し、信頼できる装置の性能を維持させるために

は定期的な保守点検が必要である。本品の保守点検スケジュールは

弊社又は販売代理店に依頼すること。 

 

3. 日常点検 

○ しばらく使用しないで再び使用する時は、使用前に必ず正常にか

つ安全に作動することを確認すること。 

○ 日常点検（始業点検）として、本品を使用する前に、外観上の不

具合の有無の確認を必ず行うこと。 

○ 使用中は、本品の異常な動作音や動き等のチェックを常に心がけ

ること。 

 

4.修理・故障 

修理及び調整は弊社が認めた修理業者のみ行うことができる。それ

以外の業者による修理、調整や保守点検は、有害事象の発生、性

能・機能の低下及び過度の点検修理費用の発生等の事態を招くおそ

れがある。修理、調整に際しては、必ず弊社又は販売代理店に連絡

すること。 

 

 

【製造販売業者及び製造業者等の氏名または名称等 】 

1.製造販売業者  ステリスジャパン株式会社 

電話   03-5210-1521 

 

*2.外国製造業者  STERIS Canada 

ステリス・カナダ社（カナダ） 

 


